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環境を軸に、経済や文化芸術による　イノベーション「横浜型大都市モデル」を市民力で創出

現状・課題

環境モデル都市、環境未来都市として進めてきた横

浜市の先進的なまちづくりは、国内外から高い評価

を受けてきました。世界が合意したSDGｓ（持続可能

な開発目標）を踏まえ、環境未来都市・横浜を環

境・経済・社会課題の同時解決とグローバルパート

ナーシップの視点から更に発展させ、「SDGs未来都

市」として進化させることにチャレンジしていきます。

環境未来都市からＳＤＧｓ未来都市へのステージアップ

様々な取組のニーズ・シーズを分野・組織横断的につなぎ、環境・経済・社会の同時解決型
 「大都市モデル」を生み出す「SDGsデザインセンター（仮称）」の創設を公民連携で取組みます。

SDGsで取り上げられている、人々の暮らしに起因する世界共通の課題解決のためには、国だけ

でなく世界の多様な主体が率先して取り組むことが求められています。

374万人が暮らし、12万の事業所を持つ大都市である横浜市。

横浜市は2011年に環境未来都市に選定され、環境負荷を抑えながら経済的にも発展し、市民生

活の質を向上させるまちづくりの取組を積極的に進めてきました。その取組は、C40のシティー

ズ・アワード「クリーンエネルギー部門」の受賞など、国内外から高く評価を受けてきました。

今後は人口減少社会の到来、あらゆる災害への対応の強化など、更なる問題の解決に向けて連

携、「つながり」をキーワードに、横浜の最大の強みである「市民力」を最大限に発揮して都市の新

たな価値を生み出す仕組みを構築し、SDGs未来都市への挑戦をスタートします。

■ 人口減少社会の到来、超高齢社会の進展
■ 都市間競争の加速
■ グローバル化の進展、産業構造の変化、技術革新
■ 地球温暖化対策など環境分野の取組の加速
■ 文化芸術への関心の高まり
■ 郊外部の活性化
■ 防災・減災意識の向上、 あらゆる災害への対応の強化
■ 公共施設の老朽化

自然環境を活かしたまちづくり・脱炭素化の推進

「人」「モノ」「まち」と共に成長するSDGsデザインセンター（仮称）

■ 地域のコミュニティ拠点
■ 企業の研究開発拠点
■ 大学
■ 研究機関

同じ課題に直面する
国内外の都市と共有

市内各地の様々な機能 国内外の都市

同時解決型「大都市モデル」創出

都心部の活力創出・国際競争力のあるみなとの実現 郊外部の再生・多様な人が活躍する社会の実現
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マーケティング収集・調査・分析

イノベーションソリューション（解決策）の提案

コーディネート
解決策の企画・立案

担い手の募集・発掘・育成
実証実験等の協力・支援
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プロモーション大都市モデルとして国内外へ発信
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SDGsデザインセンター（仮称）の創設
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SDGs未来都市・横浜で目指す課題解決のビジョン
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自然環境を活かした
まちづくり・

脱炭素化の推進

環境を軸に、経済や文化芸術による　新たな価値を創出し続ける都市
脱炭素化に向けた横浜市の取組

SDGsデザインセンター創設に向けたご意見をお待ちしています。

脱炭素化への歴史的な転換点

環境と社会・経済的課題の同時解決の視点を踏まえ、横浜の将来像を目指します。
将来像を実現するため、本市の強みである3Cを設定します。

SDGs（エスディージーズ：Sustainable Development Goals 持続可能な開発目標）

世界が抱える貧困問題をはじめ、気候変動や生物多様性、エネルギーなどの様々な問題を解決し、
持続可能な社会をつくるために国連で世界各国が合意した17の目標と169のターゲットです。

2015年12月にパリ協定が採択され、世界は脱炭素化へ動
き出しました。パリ協定で掲げる「2℃目標」（産業革命以
降の平均気温の上昇を抑制する目標）及び「脱炭素化」（21
世紀後半までに温室効果ガスの排出をゼロにしていく）へ
横浜市としても貢献していきます。

Zero Carbon Yokohama
「横浜市地球温暖化対策実行計画」において、新たに他都

市に先駆け、2050年も見据えて「今世紀後半のできるだけ
早い時期における温室効果ガス実質排出ゼロ（脱炭素化）
の実現」を本市の目指す姿（ゴール）とします。

大口需要家が選択することによるインパク卜
（CO2の削減、供給側の取組促進）

企業・研究機関等による新たな技術等の創造
（イノベーションの創造）

市民・事業者・行政の連携
都市施設の連携、国内外との連携

Choice
選択の力

Creation
創造の力

Collaboration
連携の力

Zero Carbon Yokohama の実現

《横浜の将来像》　持続可能な大都市モデルが実現しているまち3C

平成 30 年 8 月完成

“連携”による横浜型「大都市モデル」創出事業
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